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99匹の羊と、 

迷子になった１匹の羊の話 

Story of 99 Seep and Lost Seep 

 

 

眠れない夜に、 

羊を数えることもあるだろう 

「羊が１匹、羊が２匹、羊が３匹、羊が４匹……」 

９９匹まで羊を数えた時、 

いつの間にか、１匹の羊が迷子になった 

羊飼いは、他の大切な９９匹の羊を置いて、 

その迷子になった１匹の羊を探しに出かけた 

 

冒険に出かけよう 

冒険には、決まって困難が待っている 

幾つもの困難を乗り切るコトにこそ、 

その後の喜びがあるのかもしれない 

昔を振り返ると 

『乗り越えられないほどの困難は無い』と思う 

 

実際には、９９匹の羊は、とても大切で 

聖書に出てくるような羊飼いには、到底なれそうもない 

他の生徒を帰してから、いなくなった生徒探しに行った 

 

昔の彼女に送った９９枚の手紙と９９個の冒険の話は、 

今では、どこへ行ってしまったかも分からない 

でも、また空想の世界に出かけよう 

現実の世界を離れて…… 

 


